
北部コミュニティセンター運営委員会会長　乾　尚美

北部コミュニティセンターは、昭和59年に開館して以来、本年30周年と

いう大きな節目を迎えることができ、10月19日には、「開館30周年記念事業」

として、第29回　サークル合同発表会が岐阜市の浅井副市長にご臨席頂く

中、盛大に開催できましたことを心からお礼申し上げます。
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当センターは、地域住民による自主運営ということで、「地域のまちづくり活動」の拠点として、また、

「生涯学習の場」として、多くの皆さんにご利用いただいております。

こうした活動の成果として、開館30周年という節目の年に、利用者が290万人に達したということ

は、まことに、記念すべきことで、日ごろの皆さんの熱心な活動の賜物で、心から敬意を表する次

第であります。

継続は力なりと申しますが、これからも、このコミュニティセンターを核に、地域に根づいた生涯

学習、サークル活動や地域活動に専念され、一層学び、ふれあい、親睦を深めていただければ、

皆さんの活動が充実発展するのではないかと思います。

また、ここで学ばれたことを地域のまちづくりにも還元して頂けたならば、大変素晴らしい地域社

会ができ上がるのではないかと思う次第でございます。
∵今後とも、市のご支援ご協力を頂きながら、運営委員会といたしましても、サークル連絡協議会

と連携しまして、地域の皆様に一層愛着を持ってご利用いただけるコミュニティセンターとして、更

に飛躍すべく事業展開を図ってまいりますので、一層のご支援とご協力を賜わりますようお願い申し

上げます。
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実施日

平成26年10月19日（日）

対象者

天野　明美さん　他2名
・290万人目及び

前後入館者

実施日

平成26年7月6日（日）

参加者　約70人

実施日

平成26年6月5日（木）’

平成27年2月6日（金言篇

参加者

約130人

0む白
実施日　平成26年11月23日（日）

参加者　約170人

演　題「落語」と「健康長寿のお話」

落　語

出演者／ながら家梯汰（ぽんた）さん他2名

健康長寿のお話

テーマ／「元気でいるためのちょっとした心がけ」

講　師／岩砂病院・岩砂マタニティ

循環器内科部長　横家　正樹先生
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いつまでも健康でいきいきと暮らしていくための基本は「食事・運動・休養」であり、誰もが気軽に取り組める運動
としてお勧めしたいのが『歩く』ことです。岐阜市が作成した校区別の散歩コースを、広報紙「寄木細工」にシリーズ
として掲載していますので、これを参考に校区以外の散歩道も歩いてみませんか。

今回は、「長良西校区」のウオーキングマップを紹介します。長良西校区では、毎年「安全安心マップ子供の110番の
家をさがそう」をテーマに長良西ウオークラリーを実施しています。

0北部コミュニティセンター　℡233・2110　　0北部ふれあい保健センター　℡210－1501

堅星型勤●≡雲己覧認諾。時から午後8時までです　　堅塁が濃を諾芸呂、北部コミセン休館日は除く）

敦豊聖霊深芸胃；篇呂空器は、その翌日　　垂麺雪雲謂完農芸禁することがあります
○臨時休館日

（4）



毎月　第一・第二・第三　火曜日　午後1時～午後4時

毎月　第一・第三　土曜日●午前9時～午後12時30分

毎週・土曜日①午後1

毎週・木曜日草午後7時～午後8時30分

毎週・金曜日●午後6時30分～午後8時

更　毎月　第叫第三　水曜日や午前10時～午前11時30分
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「
父
さ
ん
、
カ
ト
行
っ

て
き
ま
す
。
」
　
「
は
い
。
」

主
人
に
告
げ
て
私
は
一

目
散
に
自
転
車
を
漕
ぎ

ま
す
。
数
年
前
か
ら
病

に
寄
り
添
い
大
好
き
な

歌
も
副
作
用
で
声
が
出

に
く
く
な
っ
て
、
励
ま

し
の
気
持
で
主
人
の
発

表
会
の
添
え
舞
を
し
た

事
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

時
も
先
生
は
じ
め
仲
間
達
が
応
援
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
年
は
娘
や
孫
の
介
助
の
お
蔭
で
私
の

踊
り
を
見
に
来
て
も
ら
え
て
私
は
嬉
し
か
っ
た
。

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
サ
ー
ク
ル
で

活
動
で
き
る
こ
と
っ
て
有
難
い
こ
と
な
ん
や
と

思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

橋
詰
良
子

日
本
画
八
代
会
は
、

毎
月
第
一
・
第
三
土

曜
日
で
す
。
早
い
も

の
で
や
が
て
二
十
年

近
く
な
り
ま
す
。
私

は
、
日
本
画
の
前
に

水
塁
画
を
三
年
程
や

り
ま
し
た
が
、
日
本

画
は
絵
具
を
何
回
も

ぬ
り
重
ね
る
こ
と
で

深
み
の
あ
る
美
し
さ

が
出
て
く
る
の
で
す
。
特
に
天
然
の
石
の
美
し

さ
が
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
又
岩
絵
具
の
他
に

水
干
絵
具
も
あ
り
ま
す
。
昨
今
老
人
の
認
知
症

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
黒
野
病
院
で

認
知
症
の
セ
ミ
ナ
ー
に
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
が
、

病
院
の
先
生
も
大
変
良
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、

永
く
続
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
寛
司

私
自
身
、
お
世
辞
に

も
歌
が
上
手
と
は
言
え
　
丁

ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
で

声
と
心
を
合
わ
せ
て
歌

う
こ
と
で
一
曲
の
歌
が
　
J
L

生
ま
れ
、
そ
の
一
員
で
で

あ
る
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
個
々
の
努
力
や

練
習
の
積
み
重
ね
、
更
　
′

塩
湖
湖
沼
緋
腑
二

歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

に
先
生
の
指
導
も
受
け
、
歌
の
表
現
が
よ
り
深

ま
っ
て
い
く
喜
び
も
大
で
す
。

私
も
会
員
も
高
齢
化
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

向
上
心
を
持
ち
続
け
、
よ
り
永
く
歌
い
た
い
も

の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
島
と
し
子

甘
勿
れ
藩
動
に
思
臣
を
患
せ
．
で

長
く
続
け
ら
れ

る
運
動
を
し
た
い

と
、
何
の
知
識
も

な
く
太
極
拳
の
会

に
と
び
込
み
ま
し

た
。
奥
が
深
く

ゆ
っ
た
り
し
て
い

て
、
難
し
い
所
が

好
き
で
す
。

健
康
に
も
恵
ま

れ
て
、
十
二
年
も

続
け
て
い
ま
す
。

継
続
は
力
な
り

を
、
身
を
も
っ
て
経
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

早
川
先
生
と
会
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
長
く
、
楽

し
く
、
元
気
で
稽
古
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

謝
謝

笠
井
由
紀
子

「
ヨ
ー
ガ
や
っ
て
ま
す
」

な
ん
て
お
こ
が
ま
し
く
言

え
る
か
っ
て
い
う
程
硬
い

体
で
す
。
で
も
、
や
っ
て

い

な

か

っ

た

ら

も

っ

と

も
っ
と
硬
く
な
っ
て
い
る

ん
で
し
ょ
う
。
指
導
し
て

く
だ
さ
る
方
が
、
「
自
分
の

体
の
硬
さ
が
分
か
る
だ
け

で
も
良
い
事
で
す
。
」
と

㌍
巌
齢
㌍
持
蓼

快
感
は
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
。
た
っ
た

過
一
で
も
、
夜
だ
か
ら
退
職
後
は
億
劫
で
も
来
て

よ
か
っ
た
と
喜
ん
で
帰
途
に
つ
き
ま
す
。
外
見
だ

け
で
も
若
く
い
た
い
年
頃
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、

背
筋
伸
ば
し
て
歩
い
て
い
ら
れ
る
様
に
楽
し
み
な

が
ら
続
け
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
桑
原
美
鶴

ナ

ッ

チ

リ

ト

ミ

ッ

ク
は
、
北
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

活
動
を
は
じ
め
て
、

今
年
で
十
三
年
近
く

に
な
り
ま
す
。
幼
稚

園
に
入
園
前
の
一
才

か
ら
三
才
の
お
子
さ

ん
と
お
母
さ
ん
と
、

毎
回
、
楽
し
い
レ
ッ

ス
ン
を
し
て
い
ま
す
。

タ
ン
バ
リ
ン
・
ボ
ー

ル
・
フ
ラ
フ
ー
プ
を
使
っ
て
、
音
楽
リ
ズ
ム
を

体
で
体
験
し
て
い
ま
す
。
初
め
は
、
泣
い
て
い

た
子
も
、
に
こ
に
こ
元
気
に
楽
し
む
姿
に
変
身

♪
目
の
輝
き
が
、
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
姿
、

体
で
リ
ズ
ム
を
と
る
姿
に
み
ん
な
が
笑
顔
に
な

る
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
♪
　
　
　
林
　
夏
絵



小節コミュニティーいせンタ、

－ウル合同発表も

▲「富士山」連吟してます

▲絵手紙ワールド日

▲作品に魅いられて

▲ママと一緒楽しいネ月

■

▲三味線で一節

！3サークルき295名

8サークル至104名

演技発表の部

作品展示の部

囲碁大会の部書　8サークル書　86名

奉仕窟動の部18サーーケル　18名18名

▲民族舞踊ザ・クカラッチヤ

▲楽しいオカリナ合奏

▲喫茶コーナー大人気

¶T‾‾‥！‾‾’－　●‾…1

▲息もピソタリ！＝

ーノ、■■‘ん　「

▲合唱もドレスもス・テ・キ♪

（2）
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 （OLLN－CCN柁押）呵鞋仲－阜∧中十小目T…∩競業帖叫婁一mL－LL皿トL空く忙叫婁‥購中点中二臣
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植野ⅢL町寸せトN軍陣
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